
ご家庭にお持ち帰りになり皆さんでお読みください

（日本棚田百選 大阪 （大阪・下赤阪））
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当
健
保
組
合
の
平
成
30
年
度
収
支
決
算
は
、
５
年
連
続

黒
字
と
堅
調
な
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
増
え

続
け
る
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
莫
大
な
納
付
金
、
保
険
給

付
に
お
け
る
高
額
医
療
費
の
大
幅
な
増
加
な
ど
、
当
健
保

組
合
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
は
依
然
と
し
て
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

総
務
省
が
本
年
４
月
に
公
表
し
た
人
口
推
計
に
よ
る

と
、
総
人
口
は
８
年
連
続
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
約
３
，
５
５
７
万
人
と
な
り
、

高
齢
化
率
は
28
・
１
％
と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
以
降
は
団
塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
入

り
と
現
役
世
代
の
減
少
に
伴
い
拠
出
金
負
担
が
急
増
し
、

保
険
料
率
の
大
幅
な
引
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
解
散
の

リ
ス
ク
が
一
層
高
ま
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
皆
保
険
制
度

を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
保
障
制
度
全
体
の
将

来
展
望
を
描
き
、
制
度
を
支
え
る
現
役
世
代
や
将
来
世
代

が
安
心
・
納
得
で
き
る
制
度
改
革
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
３
年
後
に
差
し
迫
る
「
２
０
２
２
年
危
機
」
に
向
け

て
早
急
な
対
応
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

当
健
保
組
合
で
は
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施
率

向
上
に
向
け
た
取
組
み
や
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
一
層
の

推
進
、
日
本
健
康
会
議
２
０
２
０
宣
言
を
踏
ま
え
た
健
康

経
営
・
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
促
進
等
、
国
が
掲
げ
る
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
様
々
な
健
康
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。更
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

健
保
組
合
の
電
子
申
請
環
境
の
整
備
な
ど
新
た
な
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
事
業
主
・
加
入
者
の
方
々
に
、
健
保
組
合

の
重
要
性
、
今
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
を
さ
ら
に
ご
理

解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
展

開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、適
正
受
診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
な
ど
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
当
健
保
組

合
の
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度

決
算
の
お
知
ら
せ

平成30年度　事業所・被保険者等の状況（年度末）
種　　　別 平成 30 年度 平成 29 年度 増　減

事　  業 　 所 　 数（ 社 ） 258 265 ▲ 7
被　 保　 険　 者　 数（ 人 ） 11,223 11,096 127
平 均 標 準 報 酬 月 額（ 円 ） 404,885 401,631 3,254
介護保険第２号被保険者数（人） 9,511 9,729 ▲ 218

年度別　被保険者1人当たりの保険給付費と支援金・納付金等拠出金の推移
年度 ①保険給付費（円） ②納付金（円） 保険料に対する割合①＋②（％）
27 282,331 215,238 94.07
28 276,526 193,108 85.83
29 267,695 206,604 85.96
30 267,411 187,385 79.93

保険料（569,427円）

繰入金（33円）

利子収入・雑収入等
　　　　（3,599円）調整保険料（7,671円）

国庫負担金（192円）

財政調整事業交付金
（6,919円） 連合会費・その他

（5,816円）

営繕費（2,390円）

財政調整事業拠出金
（7,647円）

前期高齢者
納付金

（71,693円）

事務費（7,981円）
保健事業費

（26,075円）

保険給付費
（267,411円）後期高齢者

　支援金
 （114,376円）

その他納付金
　（1,316円）

収　入
587,967円

国庫補助金収入
（126円）

国に納付
されました

支　出
504,705円

864,683 千円

920,459 千円

収
　
　
　
入

保 険 料 6,295,018 
国 庫 負 担 金 2,125 
調 整 保 険 料 84,798 
繰 入 金 362 
国 庫 補 助 金 収 入 1,397 
財 政 調 整 事 業 交 付 金 76,485 
保健事業収入・雑収入等 39,793 

合　　計 6,499,978 
経 常 収 入 合 計 6,333,236

◆健康保険分（千円）

支
　
　
　
出

事 務 費 88,233 
保 険 給 付 費 2,956,234 

法 定 給 付 費 2,739,118 
現 金 給 付 費 217,116 

納 付 金 2,071,543 
前 期 高 齢 者 納 付 金 792,564 
後 期 高 齢 者 支 援 金 1,264,429 
そ の 他（ 　 　 　 ） 14,550 

保 健 事 業 費 288,260 
財 政 調 整 事 業 拠 出 金 84,543 
営 繕 費 26,416 
連 合 会 費 ・ そ の 他 64,290 

合　　　計 5,579,519 
経 常 支 出 合 計 5,468,553

退職者給付・
老健拠出金等

経常収支差引額 ③−④

決  算  残  金 ①−②

収
　
入

保 険 料 649,975 
繰 入 金 3,459 
国 庫 補 助 金 受 入 8,412 
雑 収 入 3 

　合　　　計　① 661,849

支
　
出

介 護 納 付 金 640,096 
還 付 金 8 

　合　　　計　② 640,104

◆介護保険分（千円）

被保険者（年間平均 11,055 人）
１人当たりでみると

21,745 千円決 算 残 金 ①−②

◉被保険者数　11,223人
（男性　8,751人、女性　2,472人）

◉平均標準報酬月額　404,885円
（男性　440,643円、女性　273,464円）

◉総標準賞与額（年間合計）　12,031,036千円
◉平均年齢　45.10歳
	 （男性　46.53歳、女性　39.92歳）

◉被扶養者数　10,245人
◉前期高齢者加入率　6.16％
◉健康保険料率　1,000分の98
	 （事業主　1,000分の50、被保険者　1,000分の48）

◉介護保険の対象となる被保険者数　9,511人  
◉介護保険料率　1,000分の15.0

（事業主　1,000分の7.5、被保険者　1,000分の7.5）

組合状況（平成31年3月末現在）

①
③

②
④

※経常収入支出差引額とは、臨時的な収入「調整保険料収入」「財政調整事業交
付金」等と、臨時的な支出「営繕費」「財政調整事業拠出金」等を控除したもの
です。

　
大
阪
府
建
築
健
康
保
険
組
合
の
平
成
30
年
度
決
算
が
、
去
る
７
月
26
日

に
開
催
さ
れ
た
組
合
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

—
—

　＊
　—

—

平成30年度　収入支出決算の概要 　当
健
保
組
合
の
平
成
30
年
度
の
決
算
は
、収
入
64
億
９
，

９
９
７
万
８
千
円
に
対
し
、
支
出
55
億
７
，
９
５
１
万
９

千
円
、
経
常
収
支
で
８
億
６
，
４
６
８
万
３
千
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
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９月分の保険料の計算から

新しい標準報酬月額が適用されます
毎月の保険料などの計算に使われる「標準報酬月額」は、毎年１回見直され、９月分の保険料の計算から
１年間適用されます（定時決定）。このため、標準報酬月額の変動で、毎月の給与から納付する保険料の額
が、９月分（10月末に健保に納付）から変わる可能性があります。

■標準報酬月額の定時決定の仕組み

①４月・５月・６月の給与の平均を計算
　基本給だけでなく、各種手当（残業手当、通勤手当
など）や現物での給与（食券、通勤定期券など）を含
んだ支給額の平均を計算します。

②標準報酬月額表に当てはめる
　平均額を１～50等級に区分けされた「標準報酬月
額表」に当てはめて、標準報酬月額を決定します。

例えば支給額が以下の場合…
　４月　33万円
　５月　26万円
　６月　27万円

平均
28.66…
万円

標準報酬（単位：円） 報酬月額（単位：円）

等級 月　額 以上 未満

１ 58,000 63,000

２ 68,000 63,000 ～ 73,000
… … …
… … …
… … …
20 260,000 250,000 ～ 270,000

21 280,000 270,000 ～ 290,000

22 300,000 290,000 ～ 310,000
… … …
… … …
… … …
49 1,330,000 1,295,000 ～ 1,355,000

50 1,390,000 1,355,000 ～

●標準報酬月額表

３ヵ月の支給額の平均が
28.66…万円なので

標準報酬月額はココ！
21等級　28万円

毎月の給与だけでなく年度中に3回まで支給される賞与からも保険料を納めます。
賞与からの保険料は、賞与の支給額の1,000円未満を切り捨てた「標準賞与額」に
保険料率を掛けて計算します。賞与からの保険料の計算では標準報酬月額は使用し
ません。
※標準賞与額には年度累計額で573万円の上限が設けられており、それを超える分には保

険料の徴収は行われません。

賞与からも
保険料を
納めます

昇給・降給などで毎月決まった額が支給される基本給などの固定給に増減があり、
２等級以上の変動があった場合は、臨時で標準報酬月額を見直します。
※固定給に変動がなく、残業代など非固定給のみの変動の場合は、随時改定は行われま

せん。

随時改定

保険料の計算に使われる標準報酬月額
毎月納める保険料は、標準報酬月額から計算します。

＝ ×保険料 保険料率標準報酬月額

当健康保険組合の保険料率
●健康保険 98/1000
　被保険者負担分 48/1000
　事業主負担分 50/1000
●介護保険 16.6/1000
　被保険者負担分 8.3/1000
　事業主負担分 8.3/1000

原則1年間
同じ

標準報酬月額に
なります。

医療費支払いの
仕組みって？
医療機関等でかかった医療費の自己負担分が
一部で済む健康保険制度。
残りの医療費は、私たちが毎月納めている
保険料から支払われます。
加入者みんなの貴重な保険料を大切に使いましょう。

　
企
業
で
働
い
て
い
る
人
や
扶
養
さ
れ
て
い
る

家
族
が
医
療
機
関
等
に
か
か
る
と
き
、
保
険
証

（
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）
を
提
示
す
れ
ば
、

実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
３
割
（
小
学
生
以

上
〜
70
歳
未
満
）
の
負
担
で
診
療
や
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
り
の
７
割
は
健
康

保
険
組
合
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
保
険
組
合
に
は
、
組
合
ご
と
に
独
自
の

保
険
料
率
を
設
定
で
き
た
り
、
健
診
な
ど
の
保

健
事
業
を
き
め
細
か
く
行
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
従
業
員
や
扶
養
さ
れ
て
い
る
家
族
が
医
療
機

関
等
に
か
か
っ
た
場
合
、
医
療
機
関
等
か
ら
健

保
組
合
に
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
に

よ
っ
て
、
自
己
負
担
分
を
除
い
た
医
療
費
（
診

療
報
酬
）
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
局
や
訪
問
看
護
を
利
用
し
た
場
合
も
同
様
で

す
。

　
医
療
機
関
等
か
ら
医
療
費
が
請
求
さ
れ
る
と
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
よ
っ
て
請
求

に
間
違
い
が
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、

適
正
と
判
断
さ
れ
れ
ば
健
保
組
合
に
請
求
、
払

い
込
ま
れ
た
医
療
費
を
医
療
機
関
等
に
支
払
い

ま
す
。
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
が
毎
月

取
り
扱
う
レ
セ
プ
ト
数
は
約
７
９
０
０
万
件
に

上
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
医
療
機
関
等
に
支
払
わ
れ
る
医

療
費
は
、
企
業
や
従
業
員
が
毎
月
納
め
る
保
険

料
が
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
支
払
う
金
額
は
３
割
で
も
、
残
り
の
医

療
費
は
み
ん
な
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
健
康
管
理
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
保
険
料

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

窓
口
で
の
支
払
い
は
３
割

残
り
は
健
保
組
合
が
負
担

毎
月
納
め
る
保
険
料
が

医
療
費
の
財
源
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９月分の保険料の計算から

新しい標準報酬月額が適用されます
毎月の保険料などの計算に使われる「標準報酬月額」は、毎年１回見直され、９月分の保険料の計算から
１年間適用されます（定時決定）。このため、標準報酬月額の変動で、毎月の給与から納付する保険料の額
が、９月分（10月末に健保に納付）から変わる可能性があります。

■標準報酬月額の定時決定の仕組み

①４月・５月・６月の給与の平均を計算
　基本給だけでなく、各種手当（残業手当、通勤手当
など）や現物での給与（食券、通勤定期券など）を含
んだ支給額の平均を計算します。

②標準報酬月額表に当てはめる
　平均額を１～50等級に区分けされた「標準報酬月
額表」に当てはめて、標準報酬月額を決定します。

例えば支給額が以下の場合…
　４月　33万円
　５月　26万円
　６月　27万円

平均
28.66…
万円

標準報酬（単位：円） 報酬月額（単位：円）

等級 月　額 以上 未満

１ 58,000 63,000

２ 68,000 63,000 ～ 73,000
… … …
… … …
… … …
20 260,000 250,000 ～ 270,000

21 280,000 270,000 ～ 290,000

22 300,000 290,000 ～ 310,000
… … …
… … …
… … …
49 1,330,000 1,295,000 ～ 1,355,000

50 1,390,000 1,355,000 ～

●標準報酬月額表

３ヵ月の支給額の平均が
28.66…万円なので

標準報酬月額はココ！
21等級　28万円

毎月の給与だけでなく年度中に3回まで支給される賞与からも保険料を納めます。
賞与からの保険料は、賞与の支給額の1,000円未満を切り捨てた「標準賞与額」に
保険料率を掛けて計算します。賞与からの保険料の計算では標準報酬月額は使用し
ません。
※標準賞与額には年度累計額で573万円の上限が設けられており、それを超える分には保

険料の徴収は行われません。

賞与からも
保険料を
納めます

昇給・降給などで毎月決まった額が支給される基本給などの固定給に増減があり、
２等級以上の変動があった場合は、臨時で標準報酬月額を見直します。
※固定給に変動がなく、残業代など非固定給のみの変動の場合は、随時改定は行われま

せん。

随時改定

保険料の計算に使われる標準報酬月額
毎月納める保険料は、標準報酬月額から計算します。

＝ ×保険料 保険料率標準報酬月額

当健康保険組合の保険料率
●健康保険 98/1000
　被保険者負担分 48/1000
　事業主負担分 50/1000
●介護保険 16.6/1000
　被保険者負担分 8.3/1000
　事業主負担分 8.3/1000

原則1年間
同じ

標準報酬月額に
なります。

医療費支払いの
仕組みって？
医療機関等でかかった医療費の自己負担分が
一部で済む健康保険制度。
残りの医療費は、私たちが毎月納めている
保険料から支払われます。
加入者みんなの貴重な保険料を大切に使いましょう。
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の
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。
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の
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を
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保

健
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と
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関
等
か
ら
健

保
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合
に
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報
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（
レ
セ
プ
ト
）
に

よ
っ
て
、
自
己
負
担
分
を
除
い
た
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療
費
（
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報
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す
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や
訪
問
看
護
を
利
用
し
た
場
合
も
同
様
で

す
。

　
医
療
機
関
等
か
ら
医
療
費
が
請
求
さ
れ
る
と
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会
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に
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や
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の
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３
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で
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と
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の
で
、
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を
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と
行
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て
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を
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切
に
使
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ま
し
ょ
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。
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で
の
支
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は
３
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残
り
は
健
保
組
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負
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毎
月
納
め
る
保
険
料
が

医
療
費
の
財
源
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健
康
保
険
で
は
、
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
、
一
部
負
担
の
み
で
診
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情

で
保
険
証
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
り
、
治
療

の
た
め
に
装
具
が
必
要
に
な
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
全
額
を
一
時
的

に
立
て
替
え
払
い
し
、
後
で
健
康
保
険
組
合

に
請
求
し
て
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
る
の
は
、
支

払
っ
た
医
療
費
の
全
額
で
は
な
く
、
保
険
医

療
機
関
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
に
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
額
（
原
則
３
割
）
を
差

し
引
い
た
金
額
で
す
。
ま
た
、「
保
険
証
を

忘
れ
た
」
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
や
、
健
康
保
険
で
受

け
ら
れ
な
い
治
療
は
払
い
戻
し
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

　
療
養
費
の
払
い
戻
し
の
手
続
き
で
は
「
療

養
費
支
給
申
請
書
」
に
記
入
し
、「
領
収
書
」

と
医
療
機
関
が
診
療
報
酬
の
請
求
の
た
め
に

作
成
す
る「
診
療
報
酬
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）」

　
療
養
費
が
受
け
ら
れ
る
主
な
ケ
ー
ス
は
次

の
と
お
り
で
す
。

の
そ
れ
ぞ
れ
原
本
を
添
付
し
て
健
康
保
険
組

合
に
提
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
窓
口
で
会
計
時
に
領
収
書
と
一
緒

に
渡
さ
れ
る
「
診
療
明
細
書
」
は
診
療
報
酬

明
細
書
と
は
異
な
る
簡
易
的
な
も
の
で
す
。

療
養
費
の
請
求
に
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
窓

口
で
療
養
費
の
申
請
を
行
う
こ
と
を
伝
え
、

診
療
報
酬
明
細
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

一
時
的
に
立
て
替
え
た
医
療
費
を

払
い
戻
し
て
も
ら
え
る

払
い
戻
し
に
は
申
請
書
と

領
収
書
・
診
療
報
酬
明
細
書
が
必
要

療養費（立て替え払い）
●�やむを得ず全額自費で診療を受けた場合、
保険診療分から窓口負担相当額を除いた　
金額が払い戻される

●�「療養費支給申請書」の提出が必要

保
険
証
を
提
示
で
き
ず

立
て
替
え
払
い
を
し
た
と
き
は
？

や
む
を
得
ず
保
険
証
を
提
示
で
き
ず
に
診
療
・
治
療
を
受
け
た
場
合
に

い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
た
医
療
費
を
払
い
戻
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
や
む
を
得
ず
保
険
医
療
機
関
で
な
い
病
院

な
ど
で
診
療
を
受
け
た
と
き

●
資
格
取
得
届
の
手
続
き
中
で
保
険
証
を
提

示
で
き
な
か
っ
た
と
き

●
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具
を
医
師

の
指
示
で
作
製
し
、
装
着
し
た
と
き

●
輸
血
を
受
け
た
と
き

●
柔
道
整
復
師
や
鍼し

ん

灸き
ゅ
う

師
か
ら
健
康
保
険
の

対
象
と
な
る
施
術
を
受
け
た
と
き 

●
海
外
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
と
き

（
治
療
目
的
で
海
外
に
出
向
い
た
場
合
は
対

象
外
）

Q

A
　治療を受け、立て替え払いをした翌日から２年を経過すると、時効により申請できなくなり
ます。また、治療用装具についても、装具代金を支払った日の翌日から２年以内が申請期限
となります。
　自分で申請しなければ払い戻しを受けられませんので、忘れないうちに、できるだけ速や
かに申請してください。

立て替え払いをした場合の療養費は
いつまで申請できますか？

自己負担分を除いた療養費が
払い戻される

療養費支給申請書に必要書類を
添付し、健康保険組合に提出

医療機関の窓口で
いったん全額を支払う

療養費の申請の流れ
◦医師の意見書・装具装着証明書（原本） 
◦装具の領収書（原本） 
◦装具の内訳の分かる明細書

小児弱視等の治療用
眼鏡等の場合

◦小児弱視等の
　治療用眼鏡等
　作成指示書

四肢のリンパ浮腫治療
のために弾性着衣等を
購入した場合 

◦弾性着衣等の
　装着指示書

靴型装具を作製した
場合

◦作製した
　靴型装具の
　現物写真

Q

A
　治療用装具とは、コルセットやサポーター、弾性着衣、
義眼・義手・義足、小児の治療用眼鏡など、医師の
指示で病気やけがをした部分の保護や機能を補うため
に装着するものをいいます。
　医師が治療上必要であると認め、症状や身体に合
わせて装具業者が作製した装具については、購入に
かかった費用から一部負担額を差し引いた額を受け取
ることができます。「療養費支給申請書」と必要な添付
書類を健康保険組合に提出し、払い戻しを受けてくだ
さい。
　ただし、市販のサポーターや補聴器、予備として複
数作製した費用などは療養費の対象にはなりません。

治療用装具の費用を全額支払った場合も
療養費を受け取れますか？

必要な添付書類

Q 立て替えた医療費が
払い戻されない場合はありますか？

A
　療養費として払い戻されるのは、旅先などでやむを
得ない事情で保険証を提示できなかったり、医師の指
示で治療用装具を作製した場合などです。やむを得な
い事情が認められない場合や健康保険が使用できな
い内容の医療費は払い戻すことができません。
　また、健康保険を使用しない場合は「自由診療」
扱いとなり、保険診療でかかる全額よりも高額の支払
いを求められる場合がありますが、療養費として支給
されるのは健康保険で定められた金額のうち、窓口で
支払う一部負担額を除いた額となります。

■病気と見なされない単なる疲労
■業務上・通勤途上の病気やけが
　（労災保険の給付対象）
■美容のための整形手術
■正常な妊娠・出産
■経済的な理由による人工妊娠中絶
■健康診断、人間ドック
■予防注射 など

健康保険が使用できない
主なケース

※
こ
の
ほ
か
の
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
申
請
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

66



　
健
康
保
険
で
は
、
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
、
一
部
負
担
の
み
で
診
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情

で
保
険
証
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
り
、
治
療

の
た
め
に
装
具
が
必
要
に
な
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
全
額
を
一
時
的

に
立
て
替
え
払
い
し
、
後
で
健
康
保
険
組
合

に
請
求
し
て
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
療
養
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
る
の
は
、
支

払
っ
た
医
療
費
の
全
額
で
は
な
く
、
保
険
医

療
機
関
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
に
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
額
（
原
則
３
割
）
を
差

し
引
い
た
金
額
で
す
。
ま
た
、「
保
険
証
を

忘
れ
た
」
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
や
、
健
康
保
険
で
受

け
ら
れ
な
い
治
療
は
払
い
戻
し
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

　
療
養
費
の
払
い
戻
し
の
手
続
き
で
は
「
療

養
費
支
給
申
請
書
」
に
記
入
し
、「
領
収
書
」

と
医
療
機
関
が
診
療
報
酬
の
請
求
の
た
め
に

作
成
す
る「
診
療
報
酬
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）」

　
療
養
費
が
受
け
ら
れ
る
主
な
ケ
ー
ス
は
次

の
と
お
り
で
す
。

の
そ
れ
ぞ
れ
原
本
を
添
付
し
て
健
康
保
険
組

合
に
提
出
し
ま
す
。

　
な
お
、
窓
口
で
会
計
時
に
領
収
書
と
一
緒

に
渡
さ
れ
る
「
診
療
明
細
書
」
は
診
療
報
酬

明
細
書
と
は
異
な
る
簡
易
的
な
も
の
で
す
。

療
養
費
の
請
求
に
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
窓

口
で
療
養
費
の
申
請
を
行
う
こ
と
を
伝
え
、

診
療
報
酬
明
細
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

一
時
的
に
立
て
替
え
た
医
療
費
を

払
い
戻
し
て
も
ら
え
る

払
い
戻
し
に
は
申
請
書
と

領
収
書
・
診
療
報
酬
明
細
書
が
必
要

療養費（立て替え払い）
●�やむを得ず全額自費で診療を受けた場合、
保険診療分から窓口負担相当額を除いた　
金額が払い戻される

●�「療養費支給申請書」の提出が必要

保
険
証
を
提
示
で
き
ず

立
て
替
え
払
い
を
し
た
と
き
は
？

や
む
を
得
ず
保
険
証
を
提
示
で
き
ず
に
診
療
・
治
療
を
受
け
た
場
合
に

い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
た
医
療
費
を
払
い
戻
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
と
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
や
む
を
得
ず
保
険
医
療
機
関
で
な
い
病
院

な
ど
で
診
療
を
受
け
た
と
き

●
資
格
取
得
届
の
手
続
き
中
で
保
険
証
を
提

示
で
き
な
か
っ
た
と
き

●
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具
を
医
師

の
指
示
で
作
製
し
、
装
着
し
た
と
き

●
輸
血
を
受
け
た
と
き

●
柔
道
整
復
師
や
鍼し

ん

灸き
ゅ
う

師
か
ら
健
康
保
険
の

対
象
と
な
る
施
術
を
受
け
た
と
き 

●
海
外
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た
と
き

（
治
療
目
的
で
海
外
に
出
向
い
た
場
合
は
対

象
外
）

Q

A
　治療を受け、立て替え払いをした翌日から２年を経過すると、時効により申請できなくなり
ます。また、治療用装具についても、装具代金を支払った日の翌日から２年以内が申請期限
となります。
　自分で申請しなければ払い戻しを受けられませんので、忘れないうちに、できるだけ速や
かに申請してください。

立て替え払いをした場合の療養費は
いつまで申請できますか？

自己負担分を除いた療養費が
払い戻される

療養費支給申請書に必要書類を
添付し、健康保険組合に提出

医療機関の窓口で
いったん全額を支払う

療養費の申請の流れ
◦医師の意見書・装具装着証明書（原本） 
◦装具の領収書（原本） 
◦装具の内訳の分かる明細書

小児弱視等の治療用
眼鏡等の場合

◦小児弱視等の
　治療用眼鏡等
　作成指示書

四肢のリンパ浮腫治療
のために弾性着衣等を
購入した場合 

◦弾性着衣等の
　装着指示書

靴型装具を作製した
場合

◦作製した
　靴型装具の
　現物写真

Q

A
　治療用装具とは、コルセットやサポーター、弾性着衣、
義眼・義手・義足、小児の治療用眼鏡など、医師の
指示で病気やけがをした部分の保護や機能を補うため
に装着するものをいいます。
　医師が治療上必要であると認め、症状や身体に合
わせて装具業者が作製した装具については、購入に
かかった費用から一部負担額を差し引いた額を受け取
ることができます。「療養費支給申請書」と必要な添付
書類を健康保険組合に提出し、払い戻しを受けてくだ
さい。
　ただし、市販のサポーターや補聴器、予備として複
数作製した費用などは療養費の対象にはなりません。

治療用装具の費用を全額支払った場合も
療養費を受け取れますか？

必要な添付書類

Q 立て替えた医療費が
払い戻されない場合はありますか？

A
　療養費として払い戻されるのは、旅先などでやむを
得ない事情で保険証を提示できなかったり、医師の指
示で治療用装具を作製した場合などです。やむを得な
い事情が認められない場合や健康保険が使用できな
い内容の医療費は払い戻すことができません。
　また、健康保険を使用しない場合は「自由診療」
扱いとなり、保険診療でかかる全額よりも高額の支払
いを求められる場合がありますが、療養費として支給
されるのは健康保険で定められた金額のうち、窓口で
支払う一部負担額を除いた額となります。

■病気と見なされない単なる疲労
■業務上・通勤途上の病気やけが
　（労災保険の給付対象）
■美容のための整形手術
■正常な妊娠・出産
■経済的な理由による人工妊娠中絶
■健康診断、人間ドック
■予防注射 など

健康保険が使用できない
主なケース

※
こ
の
ほ
か
の
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
申
請
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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エナメル質

歯槽骨

歯肉溝

セメント質
歯根膜

歯垢・歯石

歯周ポケット

歯垢・歯石

健康な歯周組織

歯周炎

歯肉炎

骨が破壊され、
減少する

歯周ポケット
が形成される

歯周病の進行の様子 　
　始
ま
り
は
歯
肉
の
炎
症
か
ら

　歯
と
歯
茎
の
間
に
は
、
わ
ず
か
な
隙
間
（
歯
肉
溝
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
は
歯
周
病
菌
が
つ
き
や
す
く
、
や
が
て
歯

周
病
菌
の
塊
で
あ
る
歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　プ
ラ
ー
ク
を
放
置
す
る
と
、
歯
肉
に
炎
症
が
起
こ
り
、

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。
こ
の
最
初
の
段
階
を
歯
肉

炎
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
ほ
う
っ
て
お
く
と
、
歯
を
支
え

る
歯
槽
骨
ま
で
も
が
溶
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
段

階
を
歯
周
炎
と
い
い
、
重
度
に
な
る
と
歯
が
抜
け
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　歯
周
病
と
糖
尿
病
は
互
い
に
影
響

　歯
周
病
は
た
だ
単
な
る
歯
の
病
気
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
と
関
連
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
歯
周
病
と
糖
尿
病
は
、
お
互
い
が
影
響
を

及
ぼ
し
合
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　実
際
、
歯
周
病
で
あ
る
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
が
歯
周
病

の
治
療
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
血
糖
値
が
下
が
っ
た
と
い
っ

た
報
告
が
い
く
つ
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
糖
尿
病
の
治
療
が
歯
周
病
に
も
良
い
影
響
を
与

え
る
報
告
も
出
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
歯
周
病
の
症
状

の
一
つ
に
歯
肉
の
出
血
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
の
治
療
前

に
は
多
く
の
部
位
で
出
血
し
て
い
た
の
が
、
糖
尿
病
の
治

療
を
始
め
て
か
ら
半
年
後
に
は
出
血
部
位
が
減
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　歯
周
病
と
糖
尿
病
の
悩
ま
し
い
関
係
。
丁
寧
な
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
や
定
期
歯
科
検
診
に
よ
っ
て
歯
周
病
を
解
消
す

る
、
あ
る
い
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
で
、
図

の
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

「
歯
周
病
」と「
糖
尿
病
」の
悩
ま
し
い
関
係

　歯
周
病
は
、
歯
周
病
菌
と
い
う
菌
が
歯
の
周
囲
に
あ
る
歯
肉
、
セ
メ
ン
ト
質
、
歯
根
膜
、

歯
槽
骨
な
ど
の
組
織
を
む
し
ば
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
病
気
で
す
。

糖尿病 歯周病
歯周病原性

細菌性因子の除去
（歯周病の治癒）

糖尿病
コントロールの改善

相互関係
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当健保組合の保健師が
特定保健指導を実施中です！

●今年の 4月より、新たに保健師と契約し積極的に特定保健指導を実施しています。
●保健師が直接、事業所など指定の場所まで出向きます。（大阪府下のみ）
●保健指導対象者に直接お電話か担当者を通してご連絡させていただく場合があります。

保健指導のご案内が届いたけれども忙しくてなかなか受けられない方はこの機会に是非ご
連絡ください。

　初めまして！4 月から特定保健指導を担当してい
る若井奈美です。
看護師だった若いころ、救命救急センターで経験し
た元気な方の『突然死』に疑問を抱き予防の世界
に入ってきました。
　皆さま、「保健師」ってご存知ですか？
よく「保険＿は間にあっています！」と電話を切られま
す。
何度も仕事内容を説明させられます。
それくらい認知度が低い職業ですが、実は歴史は古
い職業です。
　保健師は、看護師の資格を持ち、主に病気の予
防のためのサポートをしています。
知名度が低くても地道に頑張ってきた甲斐がありま
して、人生 100年時代と言われるようになった現在、
何となく重宝がって頂けるようになりました！
　まだまだ知名度を上げる戦いは続きますが、
　これを機会に皆さまどうぞ、よろしくお願いします。

私が皆さまのサポートをします！

特定保健指導とは

生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による生活習慣病の予防効果が多く期待でき
る方に対して、保健師等が生活習慣を見直すサポートをします。（無料）

これまでどおり特定保健指導対象者に対して、一次健診を受診された機関での受診案内を送付
させていただきます。ご希望の方は事業所等まで直接保健指導に伺いますのでご連絡ください。
但し、伺い先は大阪府下のみとさせていただきますのでご了承ください。
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　保健師・看護師など、ベテラン相談員が健康に関するあらゆる相談にお答えします。たとえば、
急なお子様の発熱や育児・妊産期の不安、また休日や夜間に受診できる病院や女医のいる病院を
探しているときなども、まずお電話ください（医師との予約相談も可能）。
※24時間・年中無休でご利用いただけます。
※相談料・通話料ともかかりません。
※プライバシー保護のため、相談事業は外部へ委託運営しています。個々人の相談の有無・内容等が職場等
に伝わることはありません。

24時間・
年中無休

プライバシー
厳守相談料・通話料無料

急な健康トラブルや病気の不安はまずは電話で相談してみませんか？

ファミリー健康相談

健康や生活に関するさまざまな相談はこちらへ

大阪府建築健康保険組合　専用番号
0120-570020

事 業 実 施 予 告
インフルエンザ予防接種の一部補助

被保険者及び被扶養者
2019年10月1日～2020年1月31日
1人につき1,500円（費用が1,500円以下の場合は実費を補助）
1人につき、年度間に1回。
2020年2月28日（金）
必要書類を添付して、事業所でとりまとめてできるだけ一括で提出してください。
（支店・出張所別単位可。任意継続は個人。）
全額自費負担された方に限らせていただき、市町村の助成等他法から補助を受け
られた場合は対象外です。

接 種 対 象 者
実 施 期 間
補 助 額
補 助 回 数
請 求 期 限
請 求 方 法

参 加 対 象 者
運 動 期 間
参加受付期限
達成書提出期限
奨 励 賞 送 付

そ の 他

風邪ひきゼロ運動
被保険者・被扶養者
2019年12月1日～2020年2月29日
2019年11月22日（金）
2020年3月13日（金）
2020年4月下旬（予定）※参加票等のご案内は、事業所宛に11月初旬にお送りします。

詳細につきましては、実施要項またはホームページをご覧ください。
不明な点がございましたら、健康保険組合までご連絡ください。




